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社会学部同窓会

第
二
回
総
会
、
開
か
る

―
盛
況
だ
っ
た
土
生
教
授
の
講
演
会
―

一
九
八
九
年
二
月
二
五
日
、

創
立
総
会
を
開
催
。
同
年
九

月

一
五
日
付
で
、

『会
報
』

第

一
号
を
発
行
。

一
九
九
〇
年
五
月

一
五
日

付
で
、　
ア
ム報
』
第
二
号
を

発
行
。＊
　
　
＊
　
　
＊

一
九
九
〇
年
五
月

一
九
日

（土
）
、
午
後
三
時
～
六
時
、

市
ケ
谷
校
舎
で
社
会
学
部
同

安
求
憂
雪

一回
総
会

を
開
催
。

〔第

一
部
〕

土
生
長
穂
教
授
の
講
演
。

テ
ー
マ

「
ア
ジ
ア
ρ
何
方
、

日
本
の
行
方
」
。
出
席
者
か

ら
活
発
な
質
問
、
意
見
が
出

さ
れ
た
。

〔第

二
部
〕

総
会
を
開
催
。
規
約
改
正
、

役
員
改
選
、
今
後
の
運
営
に

っ
い
て
、
等
を
検
討
。
役
員

会
提
案
が
承
認
さ
れ
た
。

〔第
二
部
〕

教
職
員
食
堂
で
、
懇
親
会

が
開
か
れ
た
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
社
会
学
部
創

立
四
〇
周
年
に
向
け
て
、
同

窓
会
の
充
実
を
誓
い
合

っ
た
。

役
員
増
員

第
二
回
総
会
で
、
副
会
長

に
河
村
正
作
氏
、
大
野
靭
子

氏
の
二
名
が
増
員
と
し
て
選

出
さ
れ
た
。
幹
事
、
世
話
人

の
若
干
の
交
替
が
認
め
ら
れ

た
。
規
約
改
正

第
二
回
総
会
に
お
け
る
規

約
の
主
な
改
正
点
は
次
の
諸

占
鴬第
五
条
　
世
話
人
会
を
も

っ
て
総
会
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
七
条
　
会
費
は

一
年
間

三
〇
〇
〇
円
。

第
八
条
　
会
則
の
改
廃
は

総
会
に
は
か
る
。

（規
約
全
文
は
第
六
面
）

:企画の検討がすすむ :r
: 社会学部40周年行事 :r

中 画 ウ シ 大 教 社 向 ○ 会 迫 九 季
で を ム ン 型 将 会 け 周 学 つ二

｀

tT25恩
倉 覇
K任
話 を 循 死

″統
合
と
多
様
化
―
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
変
容
と
社

会
変
動
―
″
と
題
す
る
国
際

シ
ン
ポ
が
、
二
日
間
、
三
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
構
成
で
準

備
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
開
催
日
は
、　
一
九
九
二

年
の
九
月
下
旬
か
ら

一
〇
月

上
旬
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
際
シ
ン
ポ
の
特
徴
は
、

学
生
版
も
設
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

教
授
会
は
、
同
窓
会
に
も

積
極
参
加
を
呼
び
か
け
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

卒
業
生

二
五
、
○
○
○
名
を
超
す

―
一
九
九
〇
年
度
卒
業
パ
ー
テ
イ
ー
ー

二
五
、
五
三
・○
名
に
な
り
ま

す
。こ
の
あ
と
、
恒
例
に
な

っ

て
い
ま
す
が
、
社
会
学
部
の

卒
業
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン
ト
は
、

お
召
替
を
し
た
女
子
卒
業
生

も
沢
山
参
加
し
、
華
か
な
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
し
た
。

同
窓
会
で
は
こ
の
席
で
、

あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
黒

坂
会
長
、
今
年
は
河
村
副
会

長
が
な
さ
い
ま
し
た
。

（写

真
は
河
村
氏
）

ち
な
み
に
、

社
会
学
部
同
窓

〈
ム
の
〈
否
員
は
、

一
九
九

一
年
五

月
現
在
で
三
四

八
名
で
す
。
こ
れ

は
、
社
会
学
部

卒
業
生
二
五
、

○
○
○
名
の
二

％
に
も
満
た
な

い
数
字
で
す
。

あ
ま
り
に
も
少

な
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

一
九
九

一
年
二
月
二
十
四

日
、
皆
さ
ん
の
遠
い
想
い
出

の
中
に
も
あ
る
卒
業
式
が
、

日
本
武
道
館
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
で
は

一
〇

九
回
、
社
会
学
部
で
は
三
十

九
回
目
に
な
り
ま
す
。
第

一

部
八

一
一
名
、
第
二
部

一
二

二
名
が
社
会
学
部
か
ら
巣
立

ち
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
社

会
学
部
の
全
卒
業
生
は
、
第

一
部
二

、

一
〇
三
名
、
第

二
部
四
、
四
二
七
名
、
総
計

法政大学社会学部教授会

卒業生の皆さん、

199客  社会学部倉」立40周年、
多摩校舎 。社会学部棟に集いましょう

スケ ッチ)


